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尾鷲市のマダイ養殖試験
「天然」ということわりがない限りは養殖であるといって過言でないほどポピュラーなマダイの養殖ですが、ただ育てるのではなく「美しい」魚を作るための飼育試験を、尾鷲市が近畿大学の協力を得て行っています。この試験の特色は、飼育条件をほとんど養殖業者と同じにして実践に役立つデータを取ろうとしているところです。
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試験魚
試験内容を簡単に言うと、餌の内容を変えてマダイの体表の色がどう変わるかを調べるというものです。
マダイは「赤い」というイメージがありますが、実はマダイ自身は体表の赤い色素を作り出すことはできません。餌に含まれる色素によって赤くなるということがわかっています。
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色の測定
体表の色がどうであるかを客観的に判断するために色彩色差計という器械を使います。この器械を用いて体表の明るさと赤さを測定し、試験期間中の変化を調べます。餌の種類は3種類で、各10尾ずつ測定します。
体表の色を赤くする色素は、エビなどの甲殻類に多く含まれるアスタキサンチンという物質です。「エビで鯛を釣る」という言葉がありますが、実際に天然のタイは甲殻類をたくさん食べて赤い色をしているわけです。
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マダイの養殖筏
試験が行われている賀田湾の養殖筏です。黒いシートを被せているのは、マダイが日焼けしないよう日よけしているためです。人間と同じように、魚でも太陽光線によって日焼けし、体表が黒くなってしまいます。天然と比べて浅い所にいる養殖魚はどうしても色が黒くなってしまいがちなので、このような日焼け対策が必要です。
色のきれいな魚を作るためには、餌と日焼けを最小限にする両方の工夫が必要です。上の写真に示した魚はこのようにして作られているのです。きれいでしょ。
